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照明装置設置工
ＲＣ縁端拡幅工

【耐震補強工】

水平力分担構造設置工
落橋防止構造設置工（ツナイダル）

照明装置設置工照明装置設置工 照明装置設置工

支承取替え工
【耐震補強工】

落橋防止構造設置工（ＰＣケーブル）

（歩道側、車道側）
防護柵交換工

（歩道側、車道側）
防護柵交換工

支承取替え工
【耐震補強工】

橋脚ＲＣ巻き立て補強工
【耐震補強工】

フーチング補強工
【耐震補強工】

下部工検査路設置工

下部工検査路設置工下部工検査路設置工

ＲＣ縁端拡幅工
【耐震補強工】

水平力分担構造設置工
落橋防止構造設置工（ツナイダル）

排水装置補修工
橋脚ＲＣ巻き立て補強工

【耐震補強工】

フーチング補強工
【耐震補強工】

上部工拡幅工

伸縮装置交換工

伸縮装置交換工

伸縮装置交換工

舗装・防水工

舗装・防水工

橋台拡幅工 橋脚梁拡幅工 橋脚梁拡幅工

上部工拡幅工

防護柵交換工（歩道側） 防護柵交換工（車道側）

舗装・防水工（車道部）

舗装・防水工（歩道部）

防護柵交換工（歩道側） 防護柵交換工（車道側）

舗装・防水工（車道部）

舗装・防水工（歩道部）

下水管添架工

橋台拡幅工

支承取替え工
【耐震補強工】

落橋防止構造設置工（ＰＣケーブル）

支承取替え工
【耐震補強工】

ＲＣ縁端拡幅工
【耐震補強工】

水平力分担構造設置工
落橋防止構造設置工（ツナイダル）

橋脚ＲＣ巻き立て補強工
【耐震補強工】

橋脚梁拡幅工

下部工検査路設置工

フーチング補強工
【耐震補強工】

フーチング補強工
【耐震補強工】

橋脚ＲＣ巻き立て補強工
【耐震補強工】

橋脚梁拡幅工

下部工検査路設置工

ＲＣ縁端拡幅工
【耐震補強工】

水平力分担構造設置工
落橋防止構造設置工（ツナイダル）

支承取替え工
【耐震補強工】

支承取替え工
【耐震補強工】

排水装置補修工

橋脚ＲＣ巻き立て補強工 Ｐ１、Ｐ２
フーチング補強工 Ｐ１、Ｐ２

水平力分担構造設置工
支承取替え工 Ａ１、Ｐ１、Ｐ２（起点側）

Ｐ２（終点側）、Ａ２
落橋防止構造設置工 Ａ１（ＰＣケーブル）、Ｐ２・Ａ２（ツナイダル）
ＲＣ縁端拡幅工 Ｐ２、Ａ２

【拡幅・補修工】
上部工拡幅工 Ａ１～Ｐ２（主桁・床版・支承・排水等）

橋脚梁拡幅工 Ｐ１、Ｐ２
舗装・防水工 Ａ１～Ａ２
伸縮装置交換工 Ａ１、Ｐ２、Ａ２
防護柵交換工 Ａ１～Ａ２（車道側、歩道側）
照明装置設置工 Ａ１～Ａ２
下部工検査路設置工 Ｐ１、Ｐ２
排水装置補修工 Ｐ２
下水管添架工 Ａ１～Ａ２

橋台拡幅工 Ａ１

補修・補強・拡幅項目一覧表
内　　　容

２２２

市道殿上下和田線（宮下橋）耐震補強工事

橋脚ＲＣ巻き立て補強工
【耐震補強工】

0.66m
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使用材料

コンクリート

鉄筋 SD295

21N/mm2

均しコンクリート -

既設部 拡幅部

SD345

24N/mm2

18N/mm2

注２）新旧コンクリート接続面は全て十分な表面処理を行うこと。
注３）コンクリートの打設時は、既設コンクリート面を

注１）施工に先立ち現地実測確認のこと。

　　　湿潤状態にする。

P1橋脚補強構造図
側面図

S=1:100

正面図(A1橋台側)
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橋軸方向断面図
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モルタル厚(M)

支承据付高表
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計画路面高 322.562
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319.355橋座面 (EL)

支承箱抜き詳細図 S=1:30
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図示
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P1橋脚補強構造図

【宮下橋】

市道殿上下和田線（宮下橋）耐震補強工事
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P1橋脚補強配筋図(その1) S=1:50
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注３）柱組立て用アンカー鉄筋を１本／m  程度配置する。

注６）施工に先立ち現地実測確認のこと。

　　　湿潤状態にする。

注４）柱の帯鉄筋は、継手位置が千鳥配置となる様配置すること。

注５）削孔は鉄筋探査等により既設鉄筋を確認した後、削孔すること。
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P1橋脚補強配筋図(その1)

【宮下橋】

市道殿上下和田線（宮下橋）耐震補強工事
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【宮下橋】

市道殿上下和田線（宮下橋）耐震補強工事
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会社名
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大　月　市

株式会社　長　大

図示

令和　　年　　月

P1橋脚補強配筋図(その3)

【宮下橋】

市道殿上下和田線（宮下橋）耐震補強工事
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大　月　市

株式会社　長　大

図示

令和　　年　　月

P1橋脚補強配筋図(その4)

【宮下橋】

市道殿上下和田線（宮下橋）耐震補強工事
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軸方向鉄筋
D51

削  孔:φ61×1030
注入材:エポキシ樹脂

アンカー定着詳細図 S=1:10

既設コンクリート

10

既設底版・上面
(表面処理工)

底版

増しコン

D51:114箇所

既設コンクリート

さし筋アンカー
D13×210

軸方向鉄筋

組立てアンカー詳細図 S=1:5

※ 組立てアンカーの本数は、1本／m とする。2

組立てアンカー
対象面積  a1=π×5.48×8.300       =  142.9 m

N=257.4／1               =  258 箇所本/m2

2

表 面 処 理

a2=6.90×8.300×2        =  114.5 m2

ΣA  =  257.4 m2

(一次施工)

(二次施工) 対象面積  a1=π×5.48×15.325      =  263.8 m

N=475.3／1               =  476 箇所本/m2

2

a2=6.90×15.325×2       =  211.5 m2

ΣA  =  475.3 m2

防水処理図 S=1:10

30

30 シーリング材
エポキシ樹脂系 30×30

コンクリ－ト巻立て
(t=320)

排水勾配

作成年月日

縮尺 図面番号

工事名

事業者名

会社名

図面名
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大　月　市

株式会社　長　大

図示

令和　　年　　月

P1橋脚補強配筋図(その5)

【宮下橋】

市道殿上下和田線（宮下橋）耐震補強工事
既設底版

拡幅底版底版増厚

拡幅柱既設柱

正面

側面

上流側主筋 施工詳細

削孔＋α外にずらす

帯鉄筋直線部を伸ばす

アンカー削孔に支障となる底版増厚内の帯鉄筋をずらし（直線部を長くして）底版を施工した後
完成底版から削孔して柱主筋を配置する。

C1 9-D5
1

C7 10-D51

定着筋

非定着筋

120 120

330 330

210 210

底盤施工後削孔･建込

C1
3(9)-D51

C7 4(10)-D51

平面

20

D2
5

a : のど厚

S : 溶接ビードの幅

D : 鉄筋径（呼び径）
   a=0.39・D-3 = 6.8

   S=0.5・D = 12.5

D2
5

20 10D=250
290

フレア溶接詳細図 S=1:5

D

S

a

2100

2760

2340
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P1橋脚補強配筋図(その6) S=1:50

C 4 46-D51x5500J2-146-D51x7000J2-246-D51x6945

C 7 20-D51x4500J3-120-D51x7000J3-220-D51x6925

C 10 58-D25x10990

C 11 58-D25x10990

フレア溶接

C 1 66-D51x7000J1-166-D51x7000J1-266-D51x5445

機械式継手
SA級

機械式継手
SA級

J 6 17-D32x6000
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1
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1

30
60

R=48

J 7 40-D16x5420

128
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1
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128
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1

J 8 40-D16x4360

J 4 102-D25x10990

J 5 102-D25x10990

一次施工二次施工

C 8 20-D51x5500

C 5 46-D51x5500

C 2 686D51x5500

機械式継手
SA級

巻立てコンクリ－ト

既設柱

PC鋼棒 Φ32
L=2.614m N=18本

削孔 Φ50 
L=2.1m N=18箇所

平面図
PC鋼棒詳細図 S=1:10

みぞ形鋼
[-250x90x9x13 2800x8本,1600x6本

4.5
12

支圧版

ワッシャー

ナット

PC鋼棒定着部詳細図 S=1:5

みぞ形鋼

9

断面図

支圧版
ワッシャー
ナット

N=18x2=36組

作成年月日

縮尺 図面番号

工事名

事業者名

会社名

図面名

9 / 22

大　月　市

株式会社　長　大

図示

令和　　年　　月

P1橋脚補強配筋図(その6)

【宮下橋】

市道殿上下和田線（宮下橋）耐震補強工事

PC鋼棒 Φ32

[-250x90x9x13

□165x165x32

機械式継手
SA級

機械式継手
SA級

機械式継手
SA級

機械式継手
SA級

機械式継手
SA級

機械式継手
SA級

フレア溶接

2800x8本,1600x8本

N=20x2=40組

L=2.654m N=20本

　　　 N=15箇所

(底盤増厚)400

400(上流側4本)



実施

P1橋脚補強配筋図(その11) S=1:50

鉄　筋　表(2次施工)

B1-1
B1-2
B2
B3
B4
B5
B6
B7-1
B7-2
B8-1
B8-2
B9-1
B9-2
B10-1
B10-2
B11-1
B11-2
B12
B13
B14
B15
B16
B17
B18
B19
B20
B21
B22
B23
B24

S1
S2
S3

J1-2

J2-2

J3-2
J4
J5
J6
J7
J8

D32
D32
D19
D19
D19
D19
D19
D19
D19
D19
D19
D19
D19
D19
D19
D19
D19
D16
D16
D16
D16
D16
D16
D16
D25
D25
D16
D16
D16
D16

D16
D16
D16

D51

D51

D51
D25
D25
D32
D16
D16

8000
4660
5000
5630
3500
2750
8000
8000
8890
8000
8850
8000
8310
8000
8890
8000
7220
6640
2660
7360
4550
5270
3100
2140
4240
4140
3270
2950
3110
3240

2000
2500
3050

5445

6945

6925
10990
10990
6000
5420
4360

4
4
4
10
4
10
4
18
18
2
2
2
2
2
2
2
2
5
4
8
10
16
16
26
10
4
40
4
6
8

28
16
4

66

46

20
102
102
17
40
40

6.23
6.23
2.25
2.25
2.25
2.25
2.25
2.25
2.25
2.25
2.25
2.25
2.25
2.25
2.25
2.25
2.25
1.56
1.56
1.56
1.56
1.56
1.56
1.56
3.98
3.98
1.56
1.56
1.56
1.56

1.56
1.56
1.56

15.9

15.9

15.9
3.98
3.98
6.23
1.56
1.56

49.84
29.03
11.25
12.67
7.88
6.19
18.00
18.00
20.00
18.00
19.91
18.00
18.70
18.00
20.00
18.00
16.25
10.36
4.15
11.48
7.10
8.22
4.84
3.34
16.88
16.48
5.10
4.60
4.85
5.05

3.12
3.90
4.76

86.58

110.43

110.11
43.74
43.74
37.38
8.46
6.80

199
116
45
127
32
62
72
324
360
36
40
36
37
36
40
36
33
52
17
92
71
132
77
87
169
66
204
18
29
40

2685 kg

87
62
19
168 kg

5714

5080

2202
4461
4461
635
338
272

38019 kg

(平均長)

(平均長)

(平均長)
(平均長)

(平均長)

(平均長)
(平均長)

<4>

(66)

(46)

(20)

〔102〕

D51 27688 kg

D32 950 kg

D25 9157 kg

D19 1316 kg

D16 1597 kg

合計 40872 kg

〔102〕

※(  )内は機械式継手(SA級)、〔　〕内はフレア溶接、<  >内はガス圧接の箇所数を示す。

フレア溶接箇所機械式継手(SA級)
(264)

ガス圧接箇所

<4>
〔204〕

(264) <4>〔204〕

鉄　筋　表(1次施工)

記号 径 長さ(mm) 本数 質量(kg) 摘　要
C1
C2

C4
C5

C7
C8

C10
C11

F1
F2
F3-1
F3-2
F4
F5
F6
F7
F8-1
F8-2
F9
F10
F11-1
F11-2
F12-1
F12-2
F13
F14
F15-1
F15-2
F16-1
F16-2
F17
F18
F19

D51
D51

D51
D51

D51
D51

D25
D25

D32
D32
D29
D29
D29
D29
D29
D29
D29
D29
D29
D29
D25
D25
D25
D25
D25
D25
D16
D16
D16
D16
D16
D16
D25

66
66

46
46

20
20

58
58

22
168
10
10
54
54
6
6
30
30
16
42
2

34
34
9
9
10
2
8
8

78

15.9
15.9

15.9
15.9

15.9
15.9

3.98
3.98

6.23
6.23
5.04
5.04
5.04
5.04
5.04
5.04
5.04
5.04
5.04
5.04
3.98

3.98
3.98
3.98
3.98
1.56
1.56
1.56
1.56

3.98

111.30
87.45

87.45

71.55

43.74
43.74

69.53
10.72
50.40
23.03
16.98
6.90
14.06
3.98
45.36
21.97
30.69
29.99
47.76

46.49
25.31
27.38
19.42
16.60
11.00
15.60
7.02

1.59

7346
5772

4023
4023

1431
1749

2537
2537
29418
1530
1801
504
230
917
373
84
24

1361
659
491
1260
96

1581
861
246
175
166
22
125
56

124

(平均長)

(平均長)
(平均長)
(平均長)
(平均長)

(平均長)

(66)

(46)

(20)

〔58〕

<10>

<30>

〔58〕

単位質量(kg/m) １本当り質量(kg)

※(  )内は機械式継手(SA級)、〔　〕内はフレア溶接、<  >内はガス圧接の箇所数を示す。

フレア溶接箇所機械式継手(SA級)
(132)

ガス圧接箇所

<40>〔116〕

〔116〕(132) <40>

D51 kg

D32 kg

D29 kg

D25 kg

D16 kg

合計 kg

2

24
180

3.98

1.56
1.56

27.86

3.01
2.78

56

72
500

13603

87.45

87.45

J1-1 D51 7000 66 15.9 111.30 7346

J2-1 D51 7000 46 15.9 111.30 5120

J3-1 D51 7000 20 15.9 111.30 2226

(--)

(--)

(--)

作成年月日

縮尺 図面番号

工事名

事業者名

会社名

図面名
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大　月　市

株式会社　長　大

図示

令和　　年　　月

P1橋脚補強配筋図(その11)

【宮下橋】

市道殿上下和田線（宮下橋）耐震補強工事

記号 径 長さ(mm) 本数 質量(kg) 摘　要単位質量(kg/m) １本当り質量(kg)

kg

kg

7000
5500

5500
5500

4500
5500

10990
10990

11160
1720
10000
4570
3370
1370
2790
790
9000
4360
6090
5950
12000

11680
6360
6880
4880
10640
7050
10000
4500

400

7000

1930
1780

24344
3331
5903
8213

941
43021

継目ｱﾝｶｰ D22 95 3.04 3.04 2891000

D22 kg289

(66)

(46)

(20)

継目ｱﾝｶｰ D22 54 3.04 3.04 1641000

D22 kg164
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(2)ライナー設置水平面を出すよう基礎コンクリートを打設
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作成年月日

縮尺 図面番号

工事名

事業者名

会社名

図面名
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大　月　市

株式会社　長　大

1:100

令和　　年　　月

P1橋脚仮締め切り工図

【宮下橋】

市道殿上下和田線（宮下橋）耐震補強工事
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作成年月日

縮尺 図面番号

工事名

事業者名

会社名

図面名
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大　月　市

株式会社　長　大

図示

令和　　年　　月

P1橋脚継目工詳細図(参考図)

【宮下橋】

市道殿上下和田線（宮下橋）耐震補強工事
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大　月　市

株式会社　長　大

図示

令和　　年　　月

ライナープレート詳細図(参考図)

【宮下橋】

市道殿上下和田線（宮下橋）耐震補強工事

Aリング Bリング

Aリング
Bリング
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作成年月日

縮尺 図面番号

工事名

事業者名

会社名

図面名
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大　月　市

株式会社　長　大

1:100

令和　　年　　月

P1橋脚仮締め切り工図

【宮下橋】

市道殿上下和田線（宮下橋）耐震補強工事

▽M.W.L 296.54

▽H.W.L 300.86

STEP-1 (仮締切)
①大型土のう設置

▽作業ヤード

1断面3ヶ×20.0m＝60袋
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×
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計
:
13
0
袋

大型土のう設置数

上流側：130袋

河川側： 69袋

下流側： 51袋

合　計：250袋
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作成年月日

縮尺 図面番号

工事名

事業者名

会社名

図面名
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大　月　市

株式会社　長　大

図示

令和　　年　　月

P1橋脚 ライナープレート設置撤去 足場図

【宮下橋】

市道殿上下和田線（宮下橋）耐震補強工事

▽M.W.L 296.54

L1 = ( 2 × ( 15.572 + 12.118 ) ) × ( 5.4 ÷ 1.8 ) = 166.14 m
足場数量 キャットウォーク足場
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A2 = 3.660 × 24.0 = 87.8 掛m2
足場数量

作成年月日

縮尺 図面番号

工事名

事業者名

会社名

図面名
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大　月　市

株式会社　長　大

1:100

令和　　年　　月

P1橋脚 継目アンカー工足場詳細図

【宮下橋】

市道殿上下和田線（宮下橋）耐震補強工事
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作成年月日

縮尺 図面番号

工事名

事業者名

会社名

図面名

17 / 22

大　月　市

株式会社　長　大

図示

令和　　年　　月

P1橋脚 鉄筋躯体工 足場図

【宮下橋】

市道殿上下和田線（宮下橋）耐震補強工事

▽M.W.L 296.54

足場数量
A4 = ( 2 × ( 11.860 + 4.960 ) ) × 26.125 = 878.8 掛m2
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根固

根固

322.76

321.93

国道 ２０号

3-39
322.04

猿橋郵便局

307.5

302.7
301.6

301.6

301.2

299.4

302.2302.1

300.7

308.1

310.8

桂川

霞町自治会館

猿橋公園

市営アメックス団地

公園

小柳自治会館

２０
国道

号

ＪＲ中央本線

315.2

294.4

302.5

328.7

298.2

288.3

302.5

303.2

298.9

290.7

325.4

325.3

291.5

320.9

324.9

320.5

319.2

319.1

317.7

317.7

316.5

316.2

305.1

303.2

315.1

301.5

294.5

287.6

301.9

305.7

303.1

325.4

318.4

319.1

285.2

284.6

30
5

300
295

305

300

315

310

318.52

318.45

316.78

3-38
320.90

3-37
316.52

猿橋幼稚園

小柳ゲートボール場

300

29
0

300

300

305

295

295

295

300.1 297.6

313.7

315.9

319.5

315.3

311.5

289.1

290.2

292.2

294.7

296.7
298.3

298.6

300.2

302.5

302.6 302.9

301.6

301.2

301.5

298.2

301.4

287.3

287.5

288.2

289.2

290.1

290.3

289.7

290.5

291.1

291.5

315.46

315.03

葛野川

国道２０号

Ｃ Ｃ

根固

根固

桂川

DL=290.000

仮設横断図
S=1：100

市道殿上下和田線(宮下橋)耐震補強工事

-
N
O
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-NO.2

NO.14

NO.0
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NO.2

NO.3

NO.4
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N
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N
O
.
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N
O
.
1
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N
O
.
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1

N
O
.
1
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N
O
.
1
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NO.14+30.5

盛土整備
不陸整正 盛土整備 不陸整正

盛土整備

河川内堆積土利用

A1

P1

P2

A2

作業ヤード



仮設通路整備

仮設通路整備

仮設通路整備

仮設通路整備

仮設通路整備

盛土

切土

6.25 m2

0.00 m2

盛土

切土

2.21 m2

0.00 m2

盛土

切土

0.58 m2

0.00 m2

盛土

切土

0.55 m2

0.00 m2

盛土

切土

0.21 m2

0.00 m2

参考図

4000

4000

5000

5000

5000

4000

4000

4000

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

事業者名

図面番号

市道殿上下和田線（宮川橋）耐震補強工事

工事用道路 横断図(1/4)

令和 6 年 11 月    日

施工会社名 天野工業株式会社

大　月　市　役　所

19 / 221:200

DL=280.00

FH=
GH=287.37

-NO.2

DL=280.00

FH=
GH=287.69

-NO.1

DL=280.00

FH=
GH=288.25

NO.0

DL=280.00

FH=
GH=287.87

NO.1

DL=280.00

FH=
GH=287.90

NO.2

工事用道路 横断図(1/4)

98
0

99
0



仮設通路整備

仮設通路整備

仮設通路整備

仮設通路整備

仮設通路整備

盛土

切土

1.80 m2

0.00 m2

盛土

切土

0.12 m2

0.00 m2

盛土

切土

1.29 m2

0.00 m2

盛土

切土

0.44 m2

0.00 m2

盛土

切土

3.09 m2

0.00 m2

参考図

5000

5000

5000

6000

5000

4000

4000

4000

4000

4000

市道殿上下和田線（宮川橋）耐震補強工事

令和 6 年 11 月    日

施工会社名 天野工業株式会社

大　月　市　役　所

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

事業者名

図面番号 20 / 221:200

DL=280.00

FH=

GH=288.57

NO.3

DL=280.00

FH=

GH=289.77

NO.4

DL=280.00

FH=

GH=290.09

NO.5

DL=280.00

FH=

GH=290.43

NO.6

DL=280.00

FH=

GH=290.86

NO.7

工事用道路 横断図(2/4)

60
0

30
1

90
0

10
00

97
3

工事用道路 横断図(2/4)



仮設通路整備

仮設通路整備

仮設通路整備

仮設通路整備

仮設通路整備

盛土

切土

5.27 m2

0.21 m2

盛土

切土

7.95 m2

0.00 m2

盛土

切土

4.89 m2

0.00 m2

盛土

切土

4.26 m2

0.00 m2

盛土

切土

3.03 m2

0.00 m2

参考図

5000

6000

6000

6000

6000
4000

4000

4000

4000

4000

市道殿上下和田線（宮川橋）耐震補強工事

令和 6 年 11 月    日

施工会社名 天野工業株式会社

大　月　市　役　所

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

事業者名

図面番号 21 / 221:200

DL=280.00

FH=

GH=290.83

NO.8

DL=280.00

FH=

GH=290.79

NO.9

DL=280.00

FH=

GH=291.51

NO.10

DL=280.00

FH=

GH=291.89

NO.11

DL=280.00

FH=

GH=292.49

NO.12

工事用道路 横断図(3/4)

90
0

90
9

93
5

91
0

92
0

工事用道路 横断図(3/4)



仮設通路整備

作業ヤード整備・仮設通路整備

盛土

切土

21.06 m2

0.49 m2

盛土

切土

8.61 m2

0.02 m2

作業ヤード整備

盛土

切土

40.94 m2

0.00 m2

参考図

6000

16000

4000

4000

19000

市道殿上下和田線（宮川橋）耐震補強工事

令和 6 年 11 月    日

施工会社名 天野工業株式会社

大　月　市　役　所

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

事業者名

図面番号 22 / 221:200

DL=280.00

FH=

GH=292.57

NO.13

DL=280.00

FH=

GH=292.48

NO.14

工事用道路 横断図(4/4)

91
3

DL=280.00

FH=

GH=292.48

NO.14+30.5

工事用道路 横断図(4/4)

12
41

12
45


